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第一章 村岡典嗣の本居宣長研究  
序  
第一節 村岡典嗣とアウグスト・ベーク  
 (一 ) 村岡典嗣『本居宣長』が提起する問題  
 (二 )  アウグスト・ベークの文献学  
 (三 ) 村岡典嗣の「事実」と宣長の言語観  
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第二節 村岡典嗣以後の宣長研究  
 (一 ) 昭和戦中期の宣長研究  
 (二 ) 戦後の宣長研究  
結  
第二章 契沖の仏教言語思想と本居宣長  
序  
第一節 契中の仏教言語思想  
 (一 ) 「漢文序」と真言密教及び倶舎・唯識の言語思想  
(二 ) 「相称ふ」と「相応」  
(三 ) 事と言語  
(四 ) 心と言語  
第二節 宣長の言語観－契沖からの継承と革新－  
 (一 ) 言語表現と心  
 (二 ) 意言  
 (三 ) 心と事と言語の関係－「世界の捉え方」－  
 (四 ) 上代人の経験と「実」  
結   
第三章 契沖に見る仏教の「声の思想」と本居宣長  
序  
第一節 江戸期音韻論の一側面  
第二節 契沖の「声の思想」  
第三節 宣長の「声の思想」  
結  
第四章 本居宣長の言語観と倶舎・唯識思想  
序  
第一節 「相称ふ」の用法  
第二節 心と言語の関係を表す「意言」  
第三節 古語と古事の不可分性  
第四節 言語と実在の一体性  
第五節 古語の真実性  
結  
第五章 『古事記雑考』の言語観と「声の宗教」としての浄土教  
序  
第一節 『古事記雑考』の言語観  
第二節 「諷誦」と「声の宗教」としての浄土教  
第三節 古学の対象としての「奇霊き上代」  
第四節 「文字渡リ来ラザル以前ノ心」と「心ノ用ヒ方」  
結  
第六章 『古事記雑考』の歴史観  
序  
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第一節 史書としての『古事記』  
第二節 宣長の歴史観に対する村岡典嗣と津田左右吉の見解  
第三節 コリングウッドの歴史哲学  
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理され、見通しをつけられた仏教である。これによって、論文では、インド古
代、バルトリハリから『大日経』、空海から浄厳、そして契沖へという流れが明
瞭に語られる。しかし、江戸期の仏教思想、宣長が直面していた仏教が、このよ
うな相貌を呈していたか、疑問である。宣長の仏教経験を再構成するには、たと
えば、「事彙覚書」「都考抜書」など、初期の著作に散見される仏教的な語彙の
出所由来の調査など、宣長を囲む環境の精査が必要である。第五章に、宣長の生
活環境の浄土宗的な要素が強調されているが、仏教の影響については、これは
状況証拠を出ない。  
 ベークの議論を村岡典嗣が誤解したとする議論、これはベークの「文献学は
所与の知識を学ぶこと」の「所与の知識」の読みが一つの決め手となる。この論
文の分析は、過程にやや飛躍が見られ、十分ではない。  
本論文には、以上のような問題がある。しかし、『古事記伝』の基礎にある、
仏教の影響を示す言語観、これがまた、宣長の古伝説観の基礎であることを、先
人のいないところで、できる限り実証的な方法で示した意義は大きい。この論
文が、今後の宣長研究に、仏教という足場を設ける発端となることが期待され
る。  
よって、本論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
